
 

 

ぜん息・COPD患者の
呼吸リハビリテーション講習会

現在、ぜん息やCOPDなど、呼吸器の病気を抱えた方はたくさんいます。2011年、日本でのCOPDによる死亡数
は約17000人で、この数は増加傾向にあります。早期発見、早期診断、さらにこの病気の認知度を上げるこ
とが課題となっています。そして、COPD患者の治療に有効とされているのが呼吸リハビリテーションです。
保険適用もされています。しかしまだまだ認知度が低いのが現状です。呼吸器の病気を抱えた人にたずさわ
るさまざまな病院や施設、団体などが地域でどう連携して呼吸リハビリテーションをひろげていくか、いっ
しょに考えましょう。

会場：のざと診療所３F　大阪市西淀川区野里3-5-34
対象：医師、看護師、理学療法士、介護職員の方など
定員：両日、30名　(定員になり次第締め切ります)
　　　いずれか1日でも参加できます
参加費：無料

主催 〒555-0013　大阪府大阪市西淀川区千舟1-1-1　あおぞらビル4F
TEL:06-6475-8885 FAX:06-6478-5885 E-mail:webmaster@aozora.or.jp

医療従事者向け

千住　秀明（せんじゅう　ひであき）氏

第２回講師

第１回　【報告とワークショップ】
1月22日（火）18：30～20：30
呼吸リハビリテーションにかかわる理学療法士
や看護師、さらに呼吸器疾患をもつ患者の話を
聞きながら、現在の課題やこれからやっていけ
ることを考えます。

第２回　【講座と実技】
2月17日（日）13：00～16：30
長崎大学の千住秀明先生を講師にお招きして、
実技を含む講習をおこないます。

公益財団法人 公害地域再生センター

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授。
内部障害系専門理学療法士の教育・研究・臨床を行う専門家として、国内外
で広く活躍。関心領域として、呼吸リハビリテーション、胸部理学療法、運
動生理学、在宅医療等。著書等には「呼吸リハビリテーションマニュアル－
運動療法－（共著、照林社、2003年）」、「理学療法学テキスト　はじめて
の研究法入門（共著、神陵文庫、2003年）」、他、多数。
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会　理事・評議員。

※詳細・申込は裏面をご覧ください



＜お申込み・お問合せ先＞
　公益財団法人公害地域再生センター(あおぞら財団)　担当：藤江・鎗山
　TEL 06-6475-8885　FAX　06-6478-5885　E-mail：webmaster@aozora.or.jp

■個人情報は本事業の目的以外には使用いたしません
■これまでの活動はコチラ（あおぞら財団ブログ）
  http://aozora.or.jp/archives/category/kankyohoken
■本事業は独立行政法人環境再生保全機構の公害健康被害予防事業の一環として実施しています。
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（○をつけてください）
 

第１回 1月 22日（火）  

18：30～20：30  

 

第２回 2 月 17 日（日） 
13:00～16:30  

 

第１回　【報告とワークショップ】
 1月22日（火）18：30～20：30　受付18:00～
18:30～19:00　［研修報告］体験型学習会「呼吸リハビリテーショ
                 ンの実践及び客観的手法に関する研究会」
19:00～19:30　［患者の体験談］呼吸リハビリテーションと私
19:30～20:30　［グループワーク］地域でひろげよう　呼吸リ
               ハビリテーション

第２回　【講座と実技】
　2月17日（日）13:00～16:30　受付12:30～
13:00～13:05　はじめに
13:05～14:05 ［講座］ぜん息・COPD患者の呼吸リハビリテー　　　　
　　　　　　　ション（千住秀明氏）
14:05～14:20　休憩
14:20～16:30 ［実技］呼吸リハビリテーションの実技演習
　　　　　　　（千住秀明氏）
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